
124.音羽古墳群調査顛末記

一高島IIIJ.音羽一

はじめに

滋11 比~jl'lj J::I ml tr， J:，~ "' f大ア112羽に 11í'l手1]59正I~4月26臼音

羽白川公|者|がま愛工し析しい文化財地江主として活動を開

始した。そこで、この新しい文化財公|輔が公開される

までの給総を述べて、紹介としたい。なお、調奈の内

:fj.にl刻しては日間日59!j:'3 JJに刊行されたif:jl:，~町文化財
炎料第 3~の r'ff;ÞJti坑併 1 J を参!!日されたい。

本題にはいるliifにI¥Jih川Iの佼;泣と風土をf11i単に記す。

お山田flま銭琶湖jの阿ん・に位ほし、国鉄の泌Jit!i線近江高

ぬ釈が紋i:fの駅であるo ?'~J:.~町の I釘から酋にかけては

比良山系の~t阪にあたリ、 111 々がパノラマ状に展開し

冬1;1.山に・りをいただいて、北陸R開会1伎の様相を笠す。

北1;1.鴨111と安公川によって形成された沖約平野である

おJ::r'll野が続き、.!l!は琵琶湖にのぞむ.?守羽古漬群の

t立;丘l孟先述の比政山系の」じ隙IIJ総に.(f.;(正する村?容のひ
とつであるな羽のl+i.!lt地械にあたる.

今回の湖伐の動機{立、 H附行利5閃!i1j年ミごろに?背~T士3羽~t地由f蛾或へ大

1~変i泡正i所iJ冴1庁?主池i並::設j止tの

m川より~!について 1はよ ?T羽 l山IjJ打汀川i'パu仰tlは主幻Jlぶミカがfつていないと

第 1図位置図

彼j!JrJされていた.しかし 、変屯所予定地が広域て'ある

ので、出品町教if委H会が主体となり1Ip，栴J56年 7月か
ら付近-;;I~~の'災地路伐を災地した.対象地域はー僚が

第2図 第z-i号療現状写真(西側より)

第 3図 各古土貨の術成図
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棚田や欄知であり大きく開撃されていた。この開~i作

業については音羽区有文書内に『享係9年(1724)8月

音羽村石穴関検地l綬』が高島町史編さん事業中に発見

されたことによってだいたいの時期が定められた。

棚田や棚焔の区画には石垣が使われていて、ところ

どころに積石状の高まり(第 2図)が見受けられた。

われわれはこれを中 ・近世の積石状墳墓群であろうと

推測し、任意のトレンチを設定し総3!tにのぞんだ。調

査結奈は、河原石の内に近世陶泌総片「が含まれてお 1)、

その下J留をさらに掘り進めると須恵縫片が検出され、

当初すこし顔をのぞかせていた大ぷりの石が合績の石

材であることが判明し、 小字を取って音羽古墳群石穴

支群と命名した。
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高島町教育委員会は昭和57年 2月268から昭和59年

3月18日までの問に6法を調査した。

調査の結果l立、各古墳とも江戸時代ごろに大きく破

壊されており墳丘はもちろんのこと石室の上部総造ま

でも破壊され、地中に俊もれた状況であった。各古債

の織成については第3図で示したように、 8号横と15

号墳は両被型の横穴式石室で、9号償・ 10-1号境 ・13号

墳 ・14号墳については右片1111(奥後から見て右 ・左を

14号境

10号境
勺

。 z 

決めた)l.l2のおi穴式石室である。築造時期については、

上認のように江戸時代に大半が破壊されており、時期

を決定する資料としての高IJ若手品があまり検出できなか

ったので、少量検出された須恵総によって一応6世紀

後半から7i佐紀前半の時期lであろうと推定した。ill事事
の可能性は十分権iflilできるが、検出造物が少ないので

解明しえなかった。また、若手紙成についてはまを*'1.不足
であるので、今一つ半IJ然としない。
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今回の綱設で左[主総迭について興味ある司王象が2点

はどli1f認できたので、ここに記して布く。

~ 1 点 l.i、 10号機 I土石室奥蚊に繭玉Fな大石が縫えら

れており、キ官台としての機能を布する省庁穴式石室であ

ったよ二と、もう 1点は10号喰に除核する14-1苦境の石室

平匝u形が10号境の平耐形に西宮似しており、同一工人に
よる築造と推定される翻3集結来が待られたことである。

以上のことについて、 10号境と14号竣の概要を簡単に

説明する。

10号噴は右片相h型の徽穴式石室である。上部構造は

欠いており不明である。床面lま玄室から絞道中間にあ

る問答施設の手前にかけて約30-60ωのぬ'平な石を敷

きつめている。去、EE奥にはめ込む形で最大幅1.55m・

駅~

3 4 '" 
15号墳

第 4図横穴式石室平面図
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第5国 大刀の鍔渚義国およびX線写真

最大奥行き0.8m・現状向さ0.3mの大おを熔えてぢり、

総台の級相を呈している.この織な大きな給台は私の

知るかぎりでは凡たことはないが、若干般を ζ とにす

るが朝鮮半自の行前i5tJtや北九州i子広い分布をみる装

飾古.tJiには巡りイ寸けの中iifiが見られる。畿内ではひと
かかえ位の間平な;rrを数例ならべて桁台有にしている

例は多くある。 ]0サtJlにI収リ付けられている柁台も小

さな柁台石が発途してこの微な大形の給台になったと

の見方もある。また、!処慨に相-ftが絞かれて&e体を奥

砲に平行に安自主する形式11、1笠徳太子纂の三台一鰯形
式につながる説法として興味深い古!jiであるとの見方

カfある.

同;O~患の平筒形については、 14号境は右片袖~でE

3" Nに関口する械穴式石宅で、柁台の宥無を}lIJとすれ

ば、.if筒形 ・構築法とも10号績の石室に酪似しており

同一工人による築~古明であろうことがうかがえる。
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現地の調設を終え、!fi内で出土造物の実測やjif理作

業中、谷本博調1f.只が14{子t.n玄室奥l授近くより検出し
た鉄骨告の表部に何やら文総らしき細線を確認した。そ

こで、急きょ衆良にある仰疋興寺文化財研究所保存科

学研究議に巡ぴX線透過試験を実施した結袋、第5図

の写真のように大JJの1~に鋭i伝文様が飽きれているの

が判明した。 1:，の別殺においては処理Eが浴中なので、
詳釧は後円に目録る。仰は良後7cm・短径 5.5c澗の倒卵

形で!厚き 0 . 4cm あり 、 台形透穴を桁し、剥1I~Jí!銀象 i後文

機1:;j:J'rJのf雨情にメell，$にj的4注文が三i[(にほどこされてお
，)， 1則的Iに11、ド円が交瓦に配されているのが見受けら

Wl、
れ、また巾E況にも 1単位が約 1.2cmの双渦巻文が泌さ

れている.

125.新草津川改修工事に
に伴う調査(上)

一近世の用水路と水田跡一

1 .はじめに

新l;ql!川改修工'1-'に伴う発織宮崎貨は 1982.q:. ll~ から

進められているが、そのうち、 j兵街道との俄梁化部分

に当たる ~I~;~津市南山図町御倉地先における 1983.q:. 3月

会図で古年t時代の大刀の鍔にj偽~文をUtì濃されてい

る例11

0千築県一法皇塚 Ol~~岡県-}]IJ所古墳

0長野県ー土合l号Jtt 0愛知県一束縛寺2号墳

0滋賀県-{f羽古trtl.ll石穴支群第14号墳

0鳥取県一谷奥dtn
などであると報告されているth
銀2良f伐を発見して後に、今回の調査で検出した鉄器

類に一応X線透過測査を築地したが、他の欽~類には

現在のところ比受けられない.

っき・ lこ 、 今回出土した~.N象献を祈する飾大刀の発見

Z主義についてすこしおす。
古峻時代をi必じて 、 装飾品~i を多< /ofIJ務する古般に

ついては、そのI也械の方カヂ?であると考えられ、加え

て実戦刀の他に飾大刀を桁する相支持者lま地域の集合体

の有力者というか怜i力者であったことが封tiltlJされる。

現在、商品l筋肉で飾大刀を出土した古tj't{1、高島町

一中島稲荷山古前(双llum政大刀) ・新旭町一二子塚古
墳(三紫環頭大刀) ・ 尚h.~1BT-T1羽省!j't排布穴支鮮第

14号績(銀象i技大刀)の三例である.各古境問の構成

i主、金銅製の装飾品矧を多く保有している籾稲荷山吉

績が大首長であり、北の織力者が二子塚古績で南が音-

羽古頃群石火支群安H4号・tftであろう.ただし、この織

成については六世紀の一時期の段階だけであろう と考

えられ、今後、新しい発見があるたびに修正をしてい

かなければならない.今、われわれの使える資料は当

時のほんのすこしの資料にすぎないのだから。

最後に、音羽dtfW手石穴支群努l8・10号明について

は発機潟盗完了後に移築工4J"Cを行い、現筏郷土学習の
資料とし小 ・中学生はもとより社会教育・の場としても

有効に使用されている。巡t跡の保存は現状保存が最も
望まれるが、それがどうしても不可能な場合は次警の

策としてこうした保存刀法をとることも必要で、今後

十分な前期が期待される。(白・1キ忠鍛)
註

(1) 北野緋平「欽刀剣と文般の終J(r歴史と旅ー特集

名文欽剣の縫ー』 秋(fJJ~足i 1 984if. )に追加

から 8月までの調査で、 i丘t仕の用水路等の遺構が検出
された。その慨~につ川てごく簡単に報告する。

用水路等のi蛍械が検出された{立泣u最北端の僑抑(
D-Y網干モ区)と取付け道路(D-N調盗区)の予定
地であるが、以下D-Y調布区を中心に報告する。 D
-Y総資区の範聞は不t~形な台形で、長さが東西に約

50m、幅は約18-30mである.

D-Y.D-N両区lま以前には水田であった所で、
この付近には条ID.I例区間が泊存しているが、これら雨
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区のili:辺は区画が不箆形であり、条翠制区函lが巡存せ

ず、むしろ、北川の乱流による微地形の変化に対応し

て区画が行われているように息われる。また、D-Y
B閉まま区に衛接して西流する小)11(幅約21けがあって、

現在も用排水路として利用されている。

2.遠権

ここで検出された逃織としては、用水路、 小織とこ O-y区水間および用水(密から) D-Y区 護岸用矢板

れらに付属する杭等および水回跡である。水団のl盛畔 にl罰ABされている点である。先述したようにこの!調査
と小構は用水路に対して直角の方向を持つ。 区の筒I~には小)11 が流れているが、 その南側、属f胸部

遺物としては、染付、瓦、信楽焼等がコンテナ 3杯 分の対岸に当たる所を掘ってみたが、その延長部分は

分出土したが、大部分は用水路の中からであって、水 検出できなかった。したがって、この用水路は純度東

田跡から出土したものはわずかであった。 へ印刷して現犯の小川に接続していた Lのとみられる。

用水路 用水路は 21時期jに区分でき、古い方を第 1次 第2に、廊|蜘昔11には北流してきた水を受けとめるよ

用水路、新しい方を第2次用水路とする。また、両用 うに対岸に緩岸用矢板が設けられていることである。

水路の勅方向は調査区内では洪に N67・Wとなる。 そして、それとともに用水路全体に杭が検出されてい

第1次期水路一一第 1次水路の阿燥の腐は水回簡と る。したがって、第 2次期水路では護岸にかなりのカ

一致するが、周水路と水岡部との境界となるべき唆畔 を入れたことが考えられる。

はほとんど残っておらず、商端の北熔で部分的に見ら 第3点として、この用水路と直角に接続する小織の

れただけである。長さは絢まました部分では約50mであ 存絞があげられる。二の小百年は第 1次用水路にはみら

るが、さらに東西方向へ延びるものと考えられる。ま れなかったものであり、しかも、そのi1liiiffljには用水路

た、憾については、底が約 O.6m、上鰯が約 2mあり、 と同様杭が打たれていた。しかし、ζれらの杭は用水

深さは水図面からみて約 O.5mである。流れの向きは 路に用いられていたものに比べて若干小さく 、また竹

東から酋方向である(第 l悶)。 も使用されていた。

第2次用水路一一上煽が約 2.3mであり 、第1次期 以上の 3点が第 2次用水路が第 1次期水路と異なる

水路が怨没した後荷.掘されたもので、第1次期水絡を 点である。

はぽ踏襲している(第2図)。第2次用水絡が第 l次に これまて安Eべてきた諸点を簡単にまとめてみよう 。

比べて大きく異なる点は3つある。 第1次用水路はD-Y綱盗区{寸近では直線的に流れ
第1に、鈎査区内の東端において、流路が南へ直角 ており、それはこの貌査時に検出された水悶の朗排水

同事国訪==J

第 I(忍 D-Y区第 |次用水路

第 2図 D-Y区第2次用水路

l 路として利用されていたものと考えられる。な必、こ

の第 l次用水路に護岸施設があったかどうかは不明で

ある。また、この水間前のよ層1ま砂質j二が約2ゆcm地殺.'1

し、陛畔の間側に lii~tD't色系の若干籾1い砂}弱(附は広

くて約50cm)があっ たりして、洪水に佼されて砂の下

にt_lllまったものと考えられる。この付近を流tιる北川

iま過去によ<il?11誌をおこしておリ 、おそらく 、ょの時

の洪水もそのうちの 1つであろう。

その後初純された第2次用水路は、努i1次期水路に

111なる部分もあるが、言問iモ区内の末端iで雨へと/IT!IUJし、
さらに西へ席tluして現在の小川へと絞けたのであろう。
つま 1)、上流の方からいうと、3jL;(:Eの小川がD-Y調
査区の*端部まで酋流し、そこて'北方へj市曲し、さら

に、かつてあった第 1次郎水路の所で西方へ符.風間1し

ていたものと考えられる。そして同時に、滋岸地設にL

工夫をこらして問|泊点には矢板まで設けたのであろう。

しかし、このようにカキ・21に胤allする用水路は明治25

年の陵地視'11表部の地図には見られないことから、この

地図作製以前に第2次用水路ら廃楽され、現夜のノj、川

が第3次用水路とな ったものと考えられる。(進湖 盟)
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